
継承するサイクル

日建設計

創業：1900年6月1日
住友本店臨時建築部

設立：1950年7月1日
日建設計工務株式会社として独立

改称：1970年7月1日
株式会社日建設計と改称

従業員数（2023年4月1日現在）
日建設計：2,291名
日建グループ全体：3,041名



ダイバーシティの
さらなる深化

デジタル化の進展

技術革新の加速

資源の枯渇地球温暖化

少子高齢化

都市間競争の激化

地球規模での
都市化の進展

都市・建築インフラの
経年劣化の深刻化 甚大な自然災害

COVID-19



• 2023年4月国立環境研究所公表データ。

• 過去60年の設計プロジェクトの床面積と用途別原単位から算出した略算結果。

2019 年度

出典
国立環境研究所：温室効果ガスインベントリオフィス

2023/4/1 3 公表
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日建設計



撮影: 車田 保
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取得ポイント

滞在場所や移動
方法の選択

1週間の
CO2排出量と削減量

1週間のCO2排出量

当日のCO2排出量

1週間の
CO2削減量

当日の
CO2削減量

期間の切替

滞在場所のCO2排出量

移動方法のCO2排出量



電 力 熱 源 照 明入退室 ロボットIoT
センサ空 調

Application

Building OS
ルールに基づきデータを登録、検索する

データを保管・蓄積する

Field Facility

エネルギー管理 ビル管理 WELLNESS レジリエンス

ビル設備用ネットワーク

Open API アプリケーションとのデータをつなぐ

Storage

Registry

データ翻訳・サイバーセキュリティ

昇降機

ビル環境

クラウド
環境



建築・設備の知見 デジタルの知見

建築主
ニーズ

建築とデジタルで
社会課題を解決

建築・都市
デザイン

設備
システム

ICT
ネットワーク

アプリ
ケーション AI
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